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第
二
部
：
近
現
代

総
論
：
近
現
代
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
受
容

大
　
原
　
ま
ゆ
み

一　

受
容
形
態
の
多
様
化

美
術
制
作
の
社
会
的
条
件
が
大
き
く
変
わ
っ
た
近
現
代
で
は
、
デ
ュ
ー

ラ
ー
受
容
に
も
、
近
世
に
比
較
し
て
か
な
り
大
き
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

特
に
目
立
つ
の
は
、
受
容
の
あ
り
方
が
多
彩
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
近
現
代
が
、
社
会
を
人
間
の
力
で
変
革
し
て
い
く

こ
と
に
寛
容
で
あ
り
、
ま
た
、
産
業
の
進
展
に
よ
り
、
物
質
的
な
豊
か
さ

や
創
意
工
夫
の
重
要
性
が
加
速
度
的
に
増
大
し
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
い

る
。
近
現
代
は
、
王
侯
貴
族
や
高
位
聖
職
者
で
な
い
「
普
通
の
人
」
が
、

自
ら
の
欲
望
を
自
ら
の
才
覚
と
責
任
に
よ
っ
て
追
求
し
う
る
可
能
性
を
手

に
入
れ
た
、
新
し
い
時
代
な
の
で
あ
る
。
美
術
に
つ
い
て
も
、
作
り
手
の

育
成
が
ギ
ル
ド
の
手
を
離
れ
て
職
業
選
択
が
自
由
と
な
り
、
ま
た
、
作
品

を
作
ら
せ
て
楽
し
ん
だ
り
、
批
評
し
た
り
す
る
側
の
社
会
的
層
も
、
市
民

へ
、
大
衆
へ
と
拡
大
さ
れ
て
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
欲
望
が
多
様
化
し
た

世
界
で
は
、
独
創
性
の
要
求
が
ほ
と
ん
ど
強
迫
観
念
の
よ
う
に
な
る
一
方

で
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
よ
う
な
新
た
な
集
団
の
圧
力
も
生
じ
、
受
容
の

振
幅
も
そ
れ
だ
け
大
き
く
な
る
。
さ
ら
に
、
近
代
化
は
西
洋
か
ら
異
文
化

世
界
に
も
及
び
、
そ
こ
に
ま
た
新
し
い
受
容
の
場
が
生
ま
れ
た
（
田
中
淳

氏
の
発
展
的
コ
メ
ン
ト
に
お
け
る
日
本
の
事
例
を
参
照
）。

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
様
式
的
特
徴
、
考
案
し
た
モ
テ
ィ
ー
フ
や
構
図
、
あ
る

い
は
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
の
よ
う
な
成
功
し
た
テ
ー
マ
が
、
美
術
家
を
刺
激
し
、

新
た
な
発
想
源
や
イ
メ
ー
ジ
ソ
ー
ス
に
な
る
の
は
、
第
一
部
で
取
り
上
げ

た
近
世
で
も
既
に
盛
ん
に
見
ら
れ
た
こ
と
だ
が
、
近
現
代
に
お
け
る
そ
の

「
変
奏
」
の
仕
方
に
は
、
や
は
り
新
し
い
時
代
な
ら
で
は
の
傾
向
を
見
て

と
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
、
美
術
作
品
の
中
に
デ
ュ
ー

ラ
ー
自
身
が
出
現
す
る
の
は
、
近
世
で
は
ま
れ
な
現
象
だ
っ
た
が
、
十
九
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世
紀
に
入
る
と
、
む
し
ろ
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
美
術
制
作
の
関
わ
り
合
い
の
大

き
な
核
と
な
っ
て
い
く
。
ま
た
、
美
術
の
枠
を
超
え
て
デ
ュ
ー
ラ
ー
受
容
、

あ
る
い
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
利
用
が
拡
大
し
て
い
く
の
も
見
逃
す
こ
と
が
で
き

な
い
。「
登
場
人
物
と
し
て
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
」
は
、
文
学
が
美
術
に
先
行

し
て
着
手
し
て
お
り
、
協
会
活
動
か
ら
ド
イ
ツ
民
族
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な

規
模
の
集
団
が
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
用
い
て
い
る
。
時
代

が
下
り
経
済
の
重
要
性
が
増
大
す
る
と
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し
た
デ
ュ
ー

ラ
ー
は
消
費
社
会
の
中
に
も
溢
れ
出
し
て
い
く
。
現
在
、
一
部
の
団
体
で

は
、
自
然
発
生
的
な
受
容
を
一
歩
超
え
て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
制
作
を
積
極
的
に
募
り
、
受
容
そ
の
も
の
を
継
続
的
に
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
す
る
動
き
も
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
総
論
で
は
、
多
様
化
し
た
受
容

の
中
か
ら
、
今
述
べ
た
諸
傾
向
を
顕
著
な
現
象
と
し
て
抽
出
し
、
概
観
し

て
い
こ
う

1
。

二　

美
術
の
主
題
と
し
て
の
デ
ュ
ー
ラ
ー

具
体
的
な
「
受
容
」
の
事
例
に
移
ろ
う
。
先
に
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
自
身
が

美
術
化
さ
れ
る
」
こ
と
を
、
近
現
代
美
術
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
の
切
り
結
び

方
の
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し
て
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
を
促
し
た
要
因
と
し
て
、

第
一
に
美
術
家
の
崇
拝
、
第
二
に
近
代
に
お
け
る
歴
史
画
の
変
貌
の
一
環

と
し
て
、
美
術
史
自
体
が
美
術
の
主
題
と
な
る
潮
流
、
第
三
に
デ
ュ
ー
ラ

ー
が
「
美
術
」
の
枠
を
超
え
て
、
美
術
家
集
団
や
文
化
集
団
の
シ
ン
ボ
ル

の
位
置
に
押
し
上
げ
ら
れ
、
そ
の
こ
と
を
表
現
す
る
の
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
自

身
の
イ
メ
ー
ジ
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
互
い
に

つ
な
が
り
合
っ
た
現
象
で
も
あ
る
の
だ
が
、
便
宜
上
個
別
に
論
ず
る
。

二
―
一　

美
術
家
崇
拝

「
芸
術
家
の
崇
拝
」
は
、
伝
統
的
な
価
値
が
大
き
く
揺
れ
動
い
た
近
代

初
期
、
既
存
の
宗
教
制
度
が
求
心
力
を
失
う
中
で
、
芸
術
が
疑
似
宗
教
の

色
合
い
を
帯
び
た
時
に
生
ま
れ
て
い
る
。
初
期
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
崇
拝
で
大

き
な
役
割
を
担
っ
た
の
は
ロ
マ
ン
主
義
文
学
と
ナ
ザ
レ
派
だ
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
尾
関
幸
氏
の
発
表
に
詳
し
い
の
で
、
こ
こ
で
は
以
下
の
こ
と
を

指
摘
す
る
に
留
め
た
い
。
つ
ま
り
、
古
典
主
義
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
が
優
勢
だ

っ
た
時
期
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
日
陰
の
存
在
と
い
っ
て
も
よ
か
っ
た
が
、

ロ
マ
ン
主
義
の
「
中
世
」
再
発
見
に
よ
り
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ

と
対
に
な
る
形
で
崇
敬
の
対
象
と
な
っ
た
。
当
初
は
明
ら
か
に
デ
ュ
ー
ラ

ー
よ
り
も
ラ
フ
ァ
エ
ロ
が
画
家
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
（「
神
の

ご
と
き
」
天
才
ラ
フ
ァ
エ
ロ
に
対
し
、
郷
土
の
堅
実
な
職
業
人
デ
ュ
ー
ラ

ー
）
が
、
両
者
は
間
も
な
く
同
等
と
な
り
、
や
が
て
ラ
フ
ァ
エ
ロ
が
欠
落

し
て
デ
ュ
ー
ラ
ー
こ
そ
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
変
化
を
も
た

ら
し
た
最
大
の
要
因
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
支
配
と
解
放
戦
争
の
体
験
に
よ
る

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
覚
醒
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
ナ
ザ
レ
派
が
イ
タ
リ
ア
美

術
に
多
く
を
学
ん
だ
の
は
事
実
だ
が
、
ド
イ
ツ
美
術
の
刷
新
が
そ
の
基
本

的
な
目
標
だ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ナ
ザ
レ
派
の
創
設
者
の
ひ
と
り
フ
ラ
ン
ツ
・
プ
フ
ォ
ル
（
一
七
八
八
―

一
八
一
二
）
に
よ
る
一
種
の
メ
タ
美
術
『
芸
術
の
玉
座
の
前
に
跪
く
ラ
フ
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ァ
エ
ロ
と
デ
ュ
ー
ラ
ー
』（
一
八
一
〇
頃
）、
そ
し
て
彼
の
死
後
、
盟
友
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
・
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ベ
ッ
ク
（
一
七
八
九
―
一
八
六
九
）
が
故
人

の
構
図
を
利
用
し
て
描
い
た
一
八
一
七
年
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
祭
装
飾
下
絵

『
教
会
の
前
に
跪
き
握
手
す
る
ラ
フ
ァ
エ
ロ
と
デ
ュ
ー
ラ
ー
』（
尾
関
氏
論

文
図
５
・
６
参
照
）2

は
、
構
図
の
上
で
も
い
わ
ゆ
る
サ
ク
ラ
・
コ
ン
ヴ
ェ

ル
サ
ツ
ィ
オ
ー
ネ
に
倣
っ
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
り
、
二
人
の
大
先
達

は
聖
人
に
擬
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
既
に
ラ
フ
ァ
エ
ロ
と

同
格
で
あ
る
が
、
よ
り
高
次
の
も
の
の
前
に
謙
る
二
人
の
姿
に
は
、
ナ
ザ

レ
派
第
一
世
代
自
身
の
芸
術
観
と
先
達
へ
の
謙
虚
な
憧
れ
が
見
て
と
れ
る
。

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
背
後
に
望
ま
れ
る
彼
の
本
拠
地
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
は
、
ロ

マ
ン
主
義
文
学
に
よ
っ
て
古
き
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
都
市
と
し
て
再
発
見

さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
尖
塔
や
城
砦
の
見
え
る
そ
の
姿
は
、

デ
ュ
ー
ラ
ー
と
同
じ
く
ド
イ
ツ
的
な
も
の
の
原
点
と
い
う
意
味
合
い
が
あ

ろ
う

3
。

芸
術
家
個
人
の
誕
生
日
ま
た
は
命
日
を
祝
う
デ
ュ
ー
ラ
ー
祭
は
、

一
八
一
五
年
に
ロ
ー
マ
の
ナ
ザ
レ
派
が
ご
く
内
輪
で
祝
っ
た
の
が
最
初
だ

が
、
そ
の
後
ロ
ー
マ
在
住
の
ド
イ
ツ
人
美
術
家
お
よ
び
美
術
愛
好
者
の
も

と
で
発
展
し
、
ド
イ
ツ
各
地
に
受
け
継
が
れ
、
単
な
る
「
個
人
崇
拝
」
の

枠
を
超
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ド
イ
ツ
美
術
界
に
刺
激
を
も
た
ら
す
こ

と
に
な
る

4
。

一
八
二
八
年
の
没
後
三
百
年
周
年
に
は
、
ド
イ
ツ
の
九
都
市
で
デ
ュ
ー

ラ
ー
祭
が
祝
わ
れ
、
中
で
も
歴
史
的
に
重
要
な
祭
が
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で

開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
祭
は
、
当
時
ま
だ
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ド

イ
ツ
諸
国
の
国
境
を
越
え
て
参
加
を
呼
び
か
け
、
そ
れ
に
応
え
た
美
術
家

た
ち
が
各
地
か
ら
集
ま
り
、
意
見
を
交
換
し
連
帯
を
深
め
る
機
会
と
な
っ

た
。
そ
の
際
に
行
わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
受
容
と
い

う
観
点
か
ら
見
て
も
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。

実
際
に
美
術
品
と
い
う
形
を
と
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
ま
ず
祝
祭
の

会
場
の
装
飾
群
が
あ
り
、
ペ
ー
タ
ー
・
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
（
一
七
八
三
―

一
八
六
七
）
の
弟
子
た
ち
が
デ
ュ
ー
ラ
ー
伝
を
七
点
の
透
明
画
に
仕
立
て

た
連
作
は
、
そ
の
代
表
で
あ
る

5
。
そ
こ
で
は
画
家
の
伝
記
の
諸
場
面
が

キ
リ
ス
ト
教
図
像
を
借
用
し
て
表
現
さ
れ
て
お
り
、
先
に
挙
げ
た
二
点
同

様
、
疑
似
聖
人
的
「
芸
術
家
崇
拝
」
の
造
形
例
に
分
類
さ
れ
る
。
し
か
し
、

コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
の
圧
力
さ
え
か
か
ら
な
け
れ
ば
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
日
常
を

風
俗
画
的
に
描
こ
う
と
い
う
写
実
化
へ
の
欲
求
も
既
に
若
い
画
家
た
ち
の

間
に
は
芽
生
え
て
い
た
。

透
明
画
以
外
の
大
き
な
企
画
と
し
て
は
、
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に

か
け
て
友
人
な
ど
の
間
で
交
換
さ
れ
たStam

m
b

u
ch

（
記
念
帳
）
に
倣

い
、
そ
の
時
点
で
活
躍
中
の
ド
イ
ツ
人
美
術
家
有
志
の
素
描
が
網
羅
的
に

集
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ゲ
ル
マ
ン
民
族
美
術
館
に

現
在
で
も
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
神
格
化
に
始
ま
り
直
接

的
関
係
の
全
く
見
ら
れ
な
い
も
の
ま
で
、
多
種
多
様
な
作
品
か
ら
成
っ
て

い
る

6
。

参
加
者
に
よ
る
記
録
画
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
祭
へ
の
最
も
素
朴
な
造
形
的

反
応
だ
ろ
う
。
祝
祭
行
事
の
ひ
と
つ
に
組
ま
れ
た
墓
参
り
の
様
子
を
描
い

た
グ
リ
ム
兄
弟
の
弟
エ
ー
ミ
ル
（
一
七
九
〇
―
一
八
六
三
）
の
版
画
は
そ
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の
例
で
あ
り
、
彼
は
ま
た
文
章
に
よ
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
祭
の
記
録
も
行
な
っ

て
い
る

7
。

同
じ
機
会
に
は
、『
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
聖
遺
物
』
と
題
さ

れ
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
遺
稿
集
（
図
１
）
も
出
版
さ
れ
た
。
聖
遺
物
が
芸
術

誕
生
の
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
は
第

一
部
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
秋
山
聰
氏
の
著
書
『
聖
遺
物
崇
敬
の
心
性
史
』

（
二
〇
〇
九
）
の
重
要
な
提
言
だ
が
、
こ
の
小
冊
子
の
場
合
は
、
巡
り
巡

っ
て
芸
術
家
崇
拝
が
「
聖
遺
物
」
を
生
み
だ
す
も
と
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
一
八
二
八
年
と
い
う
時
期
に
は
、
い
か
に
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
芸

術
家
崇
拝
か
ら
、
よ
り
現
実
主
義
的
・
客
観
的
な
把
握
へ
の
転
換
が
行
な

わ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
の
本
は
既
に
、
歴
史
的
資
料
を
批
判
的
に
編
纂
す
る

と
い
う
方
向
を
取
っ
て
い
る
。

こ
の
時
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
祭
の
中
心
企
画
は
、
実
は
記
念
碑
（
図
２
）
の

建
立
だ
っ
た

8
。
と
い
っ
て
も
一
八
二
八
年
の
時
点
で
は
礎
石
だ
け
が
据

え
ら
れ
、
よ
う
や
く
四
〇
年
に
至
っ
て
除
幕
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
像
は
、

図 1 カンペ著『アルブレヒト・デューラー聖遺物』
 タイトルページ　1828

図 2 ラウフ『デューラー記念碑』1837完成、
1840建立
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特
に
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
初
め
に
か
け
て
夥
し
い
数
が
作
ら
れ

た
歴
史
的
偉
人
の
記
念
碑
の
早
い
例
で
あ
り
、
王
侯
・
将
軍
・
聖
人
か
ら

文
化
人
へ
と
比
重
を
移
し
た
「
市
民
型
」
記
念
碑
の
嚆
矢
と
言
え
る
。
こ

う
し
て
見
る
と
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
祭
が
い
ろ
い
ろ
な
方
向
へ
の
発
展
性
を
持

っ
た
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
わ
か
る
。

初
期
ナ
ザ
レ
派
の
よ
う
な
純
な
崇
敬
は
、
世
紀
半
ば
に
は
な
り
を
潜
め

る
が
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
を
ド
イ
ツ
の
芸
術
家
の
代
表
と
し
て
称
え
る
傾
向
は

長
く
残
る
。「
デ
ュ
ー
ラ
ー
祭
壇
」
に
「
絵
画
」
が
献
灯
す
る
十
九
世
紀

末
の
美
術
雑
誌
の
扉
絵
（
図
３
）
は
、
既
に
陳
腐
化
し
て
し
ま
っ
た
そ
の

よ
う
な
傾
向
を
、
む
し
ろ
茶
化
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

二
―
二　

美
術
史
の
美
術
化

次
に
美
術
史
が
主
題
と
な
っ
た
歴
史
画
に
見
ら
れ
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
を
取

り
上
げ
よ
う
。
美
術
の
歴
史
の
造
形
化
は
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
台
頭
す

る
、
古
代
史
や
聖
書
に
主
題
を
限
定
さ
れ
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
歴
史
画

の
一
環
で
あ
る
。
特
に
「
崇
拝
」
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
美
術
の
歴
史

を
造
形
化
す
る
現
象
は
、
ド
イ
ツ
で
は
一
八
三
〇
年
代
頃
か
ら
目
に
つ
く

よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
分
野
に
大
き
な
活
動
の
場
を
提
供
し
た
の
は
、
同

じ
く
近
代
的
現
象
と
い
っ
て
よ
い
公
立
美
術
館
の
設
立
に
伴
っ
て
生
ま
れ

た
美
術
館
装
飾
だ
っ
た
。
多
く
の
美
術
館
が
、
外
装
あ
る
い
は
内
装
に
、

過
去
の
偉
大
な
美
術
家
た
ち
や
、
美
術
の
歴
史
を
、
あ
る
い
は
壁
画
で
、

あ
る
い
は
丸
彫
り
彫
刻
群
や
フ
リ
ー
ズ
で
表
し
、
訪
れ
る
人
に
美
術
教
育

を
施
し
た

9
。
同
様
の
場
と
し
て
は
、
美
術
学
校
も
挙
げ
ら
れ
る
。

美
術
館
装
飾
の
事
例
と
し
て
、
作
品
そ
の
も
の
は
第
二
次
大
戦
で
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
が
、
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
下
絵
を
制
作
し
、

弟
子
た
ち
が
完
成
さ
せ
た
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
の
装
飾
（
一
八
二
七

―
四
〇
）
を
見
よ
う
10
。
こ
の
美
術
館
は
、
グ
リ
ュ
プ
ト
テ
ー
ク
（
古
代

彫
刻
館
）
に
次
い
で
バ
イ
エ
ル
ン
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
世
（
一
七
八
六
―

一
八
六
八
）
が
宮
廷
建
築
家
レ
オ
・
フ
ォ
ン
・
ク
レ
ン
ツ
ェ
（
一
七
八
四

―
一
八
六
四
）
に
設
計
さ
せ
た
第
二
の
美
術
館
で
あ
り
、
共
通
の
廊
下
か

ら
ど
の
展
示
室
に
も
出
入
り
で
き
る
と
い
う
画
期
的
な
動
線
を
実
現
し
て

い
た
。
廊
下
は
ヴ
ァ
チ
カ
ン
宮
の
ロ
ッ
ジ
ャ
を
模
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、

二
十
五
の
小
ク
ー
ポ
ラ
と
ル
ネ
ッ
タ
群
に
、
美
術
史
の
展
開
を
示
す
フ
レ

図 3 ゼーリガー『工芸雑誌』
 1898年 12月号扉絵
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ス
コ
画
が
描
か
れ
た
。
そ
の
構
成
は
、
東
西
の
そ
れ
ぞ
れ
外
側
の
端
か
ら

イ
タ
リ
ア
と
北
方
の
美
術
史
が
始
ま
り
、
内
側
に
行
く
に
従
っ
て
発
展
し
、

中
央
の
ラ
フ
ァ
エ
ロ
で
頂
点
を
迎
え
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ラ
フ
ァ

エ
ロ
を
中
央
と
す
る
た
め
に
、
時
代
的
に
は
い
く
ら
か
順
序
が
前
後
す
る

箇
所
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
頂
点
で
は

な
い
が
、
イ
タ
リ
ア
美
術
史
で
は
レ
オ
ナ
ル
ド
に
相
当
す
る
位
置
を
与
え

ら
れ
て
い
る
。

選
択
さ
れ
た
場
面
は
、
し
か
し
プ
フ
ォ
ル
の
よ
う
な
寓
意
で
は
な
く
、

伝
記
ま
た
は
逸
話
に
基
づ
く
物
語
画
と
な
っ
て
い
る
。
ル
ネ
ッ
タ
で
は
、

皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
と
い
う
身
分
の
高
い
君
主
が
、
制
作
中
の
デ

ュ
ー
ラ
ー
の
足
場
を
支
え
る
図
と
、
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
で
歓
迎
さ
れ
る
、

と
い
う
栄
光
の
場
面
が
選
ば
れ
（
図
４
）、
ク
ー
ポ
ラ
に
は
家
族
や
友
人

と
い
る
日
常
的
な
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
美
術
館
装

飾
を
離
れ
た
タ
ブ
ロ
ー
画
で
も
見
ら
れ
、
世
紀
半
ば
以
降
に
は
、
デ
ュ
ー

ラ
ー
主
題
は
む
し
ろ
日
常
的
設
定
の
歴
史
風
俗
画
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
が

主
流
と
な
る
。

世
紀
後
半
の
例
と
し
て
は
、
一
八
七
八
年
に
完
成
し
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
美

術
館
の
ハ
ン
ス
・
マ
カ
ー
ル
ト
に
よ
る
大
壁
画
群
の
一
点
に
、
デ
ュ
ー
ラ

ー
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
主
人
公
は
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
に
入
城

す
る
カ
ー
ル
五
世
で
、
画
家
は
そ
の
栄
光
の
証
人
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
カ

ー
ル
ス
ル
ー
エ
美
術
館
の
フ
ァ
サ
ー
ド
や
ヴ
ィ
ー
ン
の
美
術
史
美
術
館
天

井
画
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
美
術
館
階
段
間
壁
画
（
失
）
等
に
デ
ュ
ー
ラ

ー
の
姿
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
美
術
館
で
は
な
い
が
、
ア
タ
ナ
ジ
ウ
ス
・

図 4 コルネリウス『デューラーの梯子を押さえる皇帝マクシミリアン一世』と『アントウェ
ルペンで歓迎を受けるデューラー』　アルテ・ピナコテークの第 17ロッジャの下絵に基
づく版画　1875（原作 1837）
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ラ
ク
ツ
ィ
ン
ス
キ
ー
（
一
七
八
八
―
一
八
七
四
）
の
著
書
『
近
世
以
降
の

ド
イ
ツ
美
術
史
』
第
三
巻
（
一
八
四
一
）
の
タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
で
は
、
デ

ュ
ー
ラ
ー
は
時
代
を
超
え
て
美
術
の
灯
を
掲
げ
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
11
。

二
―
三　

連
帯
の
シ
ン
ボ
ル

近
代
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
に
は
も
う
ひ
と
つ
、
連
帯
や
統
合
の
シ
ン
ボ
ル
と

い
う
重
要
な
役
割
が
あ
る
。

十
八
世
紀
末
か
ら
は
、
美
術
の
支
え
手
が
王
侯
や
教
会
か
ら
市
民
へ

と
移
っ
て
い
く
が
、
単
独
で
は
資
金
力
の
弱
い
市
民
は
、
美
術
協
会

（K
u

n
stverein

）
と
い
う
組
織
を
作
り
、
集
団
で
美
術
品
を
買
い
上
げ
、

同
時
代
の
美
術
家
を
支
援
し
た
12
。
ド
イ
ツ
で
最
も
早
く
組
織
さ
れ
た
美

術
協
会
の
ひ
と
つ
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー

ラ
ー
協
会
（
一
七
九
二
年
設
立
、
改
組
し
て
本
格
的
に
活
動
す
る
の
は

一
八
一
七
年
か
ら
）
で
あ
り
、
ま
た
、
ザ
ク
セ
ン
美
術
協
会
の
よ
う
に
、

デ
ュ
ー
ラ
ー
祭
（
一
八
二
八
）
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
会
が
結
成
さ
れ
た

例
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
ゆ
か
り
の
地
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
ド
イ
ツ
統
一
以
前
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
で
美
術
に
関
心
の
あ
る

人
々
が
集
ま
っ
て
連
帯
を
図
る
時
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
彼
ら
を
束
ね
る
力
を

持
っ
た
。
こ
う
し
た
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
機
能
す
る
に
は
、「
原
点
に
帰
る
」

に
ふ
さ
わ
し
い
だ
け
の
古
さ
、
知
名
度
の
高
さ
、
ド
イ
ツ
的
で
あ
る
と
同

時
に
あ
る
程
度
の
国
際
的
な
認
知
、
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
さ
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
が
、
一
八
二
〇
年
前
後
の
時
点
で
こ
う
し
た
条
件
を
満
た
す
ド
イ

ツ
人
美
術
家
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
を
措
い
て
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
般
市
民
か
ら
成
る
美
術
協
会
（
メ
ン
バ
ー
に
は
王
侯
も
加
わ
る
こ
と

が
あ
っ
た
）
と
は
別
に
、
ギ
ル
ド
を
離
れ
た
美
術
家
た
ち
も
、
生
き
延
び

る
た
め
に
相
互
の
連
帯
を
図
り
、
美
術
家
協
会
（K

ü
n

stlerverein

）
を

結
成
し
た
。
そ
こ
で
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
し
ば
し
ば
会
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
用
い
ら
れ
、
あ
る
い
は
当
時
の
美
術
家
祭
に
は
付
き
物
の
仮
装
行
列
や

活
人
画
の
出
し
物
と
な
っ
て
、
親
睦
に
貢
献
し
て
い
る
13
。

ベ
ル
リ
ン
で
は
、
既
に
社
会
的
に
認
知
さ
れ
た
著
名
美
術
家
た
ち
に
よ

っ
て
一
八
一
七
年
に
美
術
家
協
会
が
結
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
わ
ず
か
八
年

後
に
、
ベ
テ
ラ
ン
に
対
抗
し
て
若
い
世
代
が
早
く
も
独
立
し
た
若
手
美
術

家
協
会
を
立
ち
上
げ
た
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
双
方
の
会
で
重
視
さ
れ
、
前
者

の
第
一
回
の
祝
祭
で
は
ラ
フ
ァ
エ
ロ
と
相
並
ん
で
活
人
画
に
登
場
し
て
い

る
が
、
特
に
若
手
美
術
家
協
会
で
は
会
そ
の
も
の
の
シ
ン
ボ
ル
と
言
っ
て

も
よ
か
っ
た
。
ア
ー
ド
ル
フ
・
メ
ン
ツ
ェ
ル
（
一
八
一
五
―
一
九
〇
五
）
は
、

一
八
三
四
年
か
ら
四
年
連
続
で
こ
の
会
の
催
す
デ
ュ
ー
ラ
ー
祭
の
絵
入
り

招
待
状
を
制
作
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
場
合
も
画
面
の
要
に
デ
ュ
ー
ラ
ー

を
登
場
さ
せ
て
い
る
14
。
一
八
三
六
年
の
事
例
（
図
５
）
で
は
、
祭
が
デ

ュ
ー
ラ
ー
の
命
日
に
開
か
れ
た
た
め
、「
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
告
別
式
」
と
書

か
れ
た
巨
大
な
パ
ン
チ
の
ポ
ッ
ト
が
中
央
下
に
鎮
座
し
、
集
ま
っ
た
面
々

が
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
い
る
。
主
た
る
目
的
は
、
も
は
や
偉
大
な
先
達
を

偲
び
決
意
を
新
た
に
し
て
制
作
に
励
む
こ
と
で
は
な
く
、
羽
目
を
外
し
た

宴
会
と
親
睦
の
よ
う
で
、
こ
れ
に
は
上
空
の
雲
の
中
で
見
守
る
デ
ュ
ー
ラ

ー
も
苦
笑
い
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
さ
ら
に
、
美
術
を
超
え
た
共
同
体
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
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て
も
捉
え
ら
れ
た
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
は
、
彼
は
し
ば
し
ば
同
市
の
歴

史
・
文
化
の
代
表
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、現
在
に
至
っ
て
い
る
（
こ
れ
は
、

た
と
え
ば
サ
ン
・
セ
ポ
ル
ク
ロ
で
、
都
市
対
抗
射
撃
会
の
際
に
ま
で
「
ピ

エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
の
町
」
と
連
呼
さ
れ
る
の
と
同
様
で

あ
る
）。
ま
た
、
特
に
一
八
七
一
年
の
ド
イ
ツ
統
一
後
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
が
顕
在
化
し
た
時
代
に
は
、
画
家
は
ド
イ
ツ
民
族
の
文
化
の
総
体
や
誇

り
の
代
表
に
持
ち
上
げ
ら
れ
、
優
越
志
向
や
力
の
誇
示
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
自
身
の
視
覚
イ
メ
ー
ジ
を
伴
う
も
の
で
は
な

い
が
、第
一
次
大
戦
直
前
に
制
作
さ
れ
た
石
版
画
『
騎
士
と
風
景
』（
図
６
）

で
は
、
誰
も
が
知
る
銅
版
画
の
傑
作
『
騎
士
と
死
と
悪
魔
』（
一
五
一
三
）

中
の
自
己
を
律
す
る
キ
リ
ス
ト
者
の
騎
士
が
、
開
墾
し
た
領
土
を
腕
力
で

守
る
強
面
の
武
人
に
転
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
世
紀
転
換
期
の
大
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
民
族
主
義
的
文
化
論
『
教
育
者
と
し
て
の
レ
ン
ブ
ラ

ン
ト
』（
初
版
一
八
九
〇
）
の
著
者
ユ
ー
リ
ウ
ス
・
ラ
ン
グ
ベ
ー
ン
が
著

し
た
『
指
導
者
と
し
て
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
』（
一
八
二
八
）
は
、
画
家
の
名

前
とFü

h
rer

（
指
導
者
、
総
統
）
を
語
呂
合
わ
せ
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
高
揚
の
手
段
と
し
て
い
る
15
。

図 5 メンツェル『ベルリン若手美術家協会のデュー
ラー祭の招待状』1836

図 6 ベーレ『騎士と風景』1909
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三　

美
術
の
様
式
／
方
法
と
し
て
の
デ
ュ
ー
ラ
ー

さ
て
、
今
度
は
イ
コ
ン
化
さ
れ
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
で
は
な
く
、
デ
ュ
ー
ラ

ー
の
芸
術
そ
の
も
の
と
の
取
り
組
み
が
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
も
た
ら
し

た
か
を
見
て
み
よ
う
。

三
―
一　

写
実
の
線

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
巧
み
な
線
の
使
い
手
で
あ
り
、
写
生
の
名
手
で
も
あ
る

が
、
特
に
十
九
世
紀
初
頭
に
は
、
こ
れ
は
新
古
典
主
義
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
か

ら
脱
却
し
、
新
し
い
（
ま
た
ド
イ
ツ
的
な
）
芸
術
を
模
索
す
る
美
術
家
た

ち
に
と
っ
て
、
い
か
に
原
点
に
戻
っ
て
描
く
か
の
重
要
な
指
針
と
な
っ
た
。

彼
ら
は
競
う
よ
う
に
し
て
、
き
わ
め
て
緻
密
な
線
描
に
よ
る
写
生
を
自
ら

に
課
し
た
。
各
国
か
ら
美
術
家
た
ち
が
集
ま
る
ロ
ー
マ
で
は
、
描
き
方
に

も
そ
れ
ぞ
れ
の
「
お
国
ぶ
り
」
が
意
識
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
も
ド
イ
ツ

の
若
手
が
精
緻
な
写
実
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
を
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ヒ

タ
ー
（
一
八
〇
三
―
八
四
）
が
伝
え
て
い
る
16
。
重
要
な
の
は
、
彼
ら
が

た
だ
表
面
的
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
線
を
ま
ね
た
の
で
は

な
く
、
徹
底
し
た
写
実
の
実
践
を
通
し
て
世
界
の
新

た
な
見
方
を
発
見
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ナ
ザ
レ
派
と
近
か
っ
た
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
オ

リ
ヴ
ィ
ア
（
一
七
八
五
―
一
八
四
一
）
が
、
な
ん
の

変
哲
も
な
い
岩
を
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
を
思
わ

せ
る
緻
密
さ
で
描
き
と
っ
た
デ
ッ
サ
ン
（
図
７
）
は
、

そ
の
誠
実
さ
と
堅
固
な
構
築
性
に
よ
っ
て
人
の
心
を

打
つ
。
ま
た
、
西
洋
カ
リ
ン
を
描
い
た
フ
ラ
ン
ツ
・

ホ
ル
ニ
ー
（
一
七
九
八
―
一
八
二
四
）
の
デ
ッ
サ
ン

（
図
８
）
を
見
る
と
、
岸
田
劉
生
が
対
象
を
見
つ
め
る

う
ち
に
捕
ら
わ
れ
た
「
存
在
の
不
思
議
」
と
い
う
感

情
17
を
、
西
洋
文
化
の
中
に
生
ま
れ
育
っ
た
ホ
ル
ニ

ー
も
ま
た
、
改
め
て
抱
い
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え

思
わ
れ
る
。
肖
像
デ
ッ
サ
ン
の
分
野
で
は
、
卓
越
し

図 7 オリヴィア『ゴリングの滝』1815
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た
素
描
家
と
し
て
知
ら
れ
る
ユ
ー
リ
ウ
ス
・
シ
ュ
ノ
ル
・
フ
ォ
ン
・
カ
ロ

ル
ス
フ
ェ
ル
ト
（
一
七
九
四
―
一
八
七
二
）
が
多
く
の
成
果
を
残
し
て
お

り
、
感
情
表
出
を
抑
制
し
な
が
ら
、
対
象
の
人
柄
や
、
髪
や
肌
の
多
様
な

質
感
を
豊
か
に
捉
え
て
い
る
18
。
同
じ
く
シ
ュ
ノ
ル
の
『
読
書
す
る
僧
侶

の
い
る
オ
レ
ヴ
ァ
ノ
の
景
観
』（
一
八
二
一
）
は
、
一
見
デ
ュ
ー
ラ
ー
の

銅
版
画
『
都
市
の
前
の
聖
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
』（
一
五
一
九
）
か
ら
出
発
し

て
構
想
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
は
ま
ず
現
実
の
オ
レ
ヴ
ァ
ノ
の
町

の
写
生
か
ら
始
ま
り
、
整
然
と
し
た
三
角
形
を
描
く
そ
の
姿
か
ら
先
の
版

画
を
連
想
し
て
修
道
士
を
加
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。
現
実
の
方
が
芸
術
を

呼
び
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

三
―
二　

装
飾
の
線

十
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
美
術
に
と
っ
て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
線
に
遡
る
も

う
ひ
と
つ
の
興
盛
を
見
た
領
域
が
あ
る
。
そ
れ
は
装
飾
デ
ザ
イ
ン
、
特

に
書
物
の
頁
を
飾
る
線
で
、
こ
れ
は
『
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
の
た
め

の
祈
祷
書
』（
一
五
一
五
）
の
カ
ラ
ー
リ
ト
グ
ラ
フ
に
よ
る
複
製
本
が
、

一
八
〇
八
年
に
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
直
接
の
き
っ
か
け

と
な
っ
て
い
る
。
渦
巻
き
模
様
な
ど
の
純
粋
装
飾
線
に
加
え
、
人
物
や
動

植
物
を
伴
う
才
気
と
遊
び
心
に
富
ん
だ
欄
外
装
飾
構
成
は
、
そ
の
後
の
出

版
物
の
挿
絵
画
家
た
ち
に
息
の
長
い
影
響
を
与
え
、Ran

d
zeich

n
u

n
g

（
欄

外
素
描
）
と
い
う
言
葉
も
こ
の
分
野
の
流
行
語
と
な
っ
た
19
。
オ
イ
ゲ
ン
・

ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ノ
イ
ロ
イ
タ
ー
（
一
八
〇
六
―
八
二
）
の
『
ゲ
ー
テ
の
バ

ラ
ー
ド
と
ロ
マ
ン
ス
へ
の
欄
外
素
描
』（
一
八
二
九
）
は
こ
の
言
い
回
し

図 8 ホルニー『西洋カリン』1817
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を
直
接
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
た
一
例
で
、そ
の
中
の
一
篇
「
野
ば
ら
」（
図
９
）

で
は
、
生
命
力
あ
る
線
が
、
平
面
と
三
次
元
の
間
を
行
き
つ
戻
り
つ
し
な

が
ら
流
麗
に
テ
ク
ス
ト
を
彩
っ
て
い
る
。

三
―
三　

モ
テ
ィ
ー
フ
／
テ
ー
マ

次
に
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
モ
テ
ィ
ー
フ
や
テ
ー
マ
を
新
し
い
時
代
の
画
家

た
ち
が
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
た
か
を
検
討
し
よ
う
。
こ
こ
で
取
り
上
げ

る
の
は
オ
ッ
ト
ー
・
デ
ィ
ク
ス
（
一
八
九
一
―
一
九
六
九
）
の
事
例
で
あ

る
。
彼
が
活
躍
し
た
二
十
世
紀
前
半
は
、
印
刷
さ
れ
た
写
真
図
版
が
大
量

に
出
回
り
、
画
像
情
報
の
選
択
と
処
理
が
格
段
に
自
由
に
な
る
一
方
、
美

術
自
体
が
冒
険
と
実
験
の
場
と
化
し
た
時
代
で
あ
る
。

デ
ィ
ク
ス
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
グ
ロ
ー
ス
の
証
言
に
も
あ
る
よ
う
に
20
、

一
九
二
〇
年
代
中
頃
か
ら
四
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
時
代

を
意
識
し
た
面
倒
な
技
法
を
自
ら
に
課
し
て
い
る
。
彼
は
極
め
て
技
能
に

優
れ
た
画
家
で
、
若
い
頃
に
は
様
々
な
様
式
の
可
能
性
を
追
求
し
尽
く
し

て
お
り
、
一
九
一
二
年
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
自
画
像
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
「
古
ド
イ
ツ
風
」
も
そ
の
射
程
内
に
あ
っ
た
。
彼
が

三
〇
年
前
後
に
改
め
て
試
み
た
の
は
、
テ
ン
ペ
ラ
技
法
の
復
活
や
線
の
名

人
芸
的
使
用
だ
け
で
は
な
い
。
保
守
的
に
見
え
る
そ
の
行
為
に
は
、
デ
ュ

ー
ラ
ー
時
代
の
モ
テ
ィ
ー
フ
や
テ
ー
マ
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

も
含
ま
れ
て
い
た
。

ナ
ザ
レ
派
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
受
容
が
先
達
に
対
す
る
敬
意
に
貫
か
れ
て
い

る
の
と
は
対
照
的
に
、
二
つ
の
世
界
大
戦
を
含
む
荒
々
し
い
時
代
を
生
き

た
デ
ィ
ク
ス
が
古
美
術
を
利
用
す
る
や
り
方
は
、
冒
涜
的
と
も
呼
べ
る
も

の
で
あ
る
。『
七
つ
の
大
罪
』（
一
九
三
三
）
を
例
に
見
て
み
よ
う
。
こ
こ

で
は
主
題
そ
の
も
の
が
既
に
中
世
的
で
あ
り
、
皮
肉
な
ユ
ー
モ
ア
を
込

め
た
そ
の
原
型
は
、
ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・
グ
リ
ー
ン
の
木
版
画

図
9 

ノ
イ
ロ
イ
タ
ー
「
野
ば
ら
」『
ゲ
ー
テ
の
バ
ラ
ー
ド
と
ロ
マ
ン
ス
へ
の

欄
外
素
描
』
よ
り　

1
8
2
9
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（
一
五
一
一
頃
）
に
あ
る
。
し
か
し
、
デ
ィ
ク
ス
は
こ
れ
を
現
代
の

カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
の
ば
か
騒
ぎ
に
見
立
て
、「
悦
楽
」
の
罪
に
は
梅
毒

に
か
か
っ
た
娼
婦
の
姿
を
当
て
て
い
る
。
そ
の
淫
蕩
な
ポ
ー
ズ
の
た

め
に
彼
は
モ
デ
ル
を
使
っ
て
習
作
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
な
ん

と
、
マ
イ
ス
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ケ
の
『
悲
し
み
の
人
』、
つ
ま
り
受
難

の
キ
リ
ス
ト
の
姿
に
由
来
し
て
い
る
21
。

デ
ィ
ク
ス
に
か
か
る
と
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
も
無
傷
で
は
い
ら
れ
な
い
。

三
翼
画
『
大
都
会
』
の
右
翼
（
一
八
二
七
）
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
繁
華

街
を
闊
歩
す
る
娼
婦
た
ち
と
、
も
は
や
彼
女
ら
に
も
相
手
に
し
て
も

ら
え
な
い
傷
痍
軍
人
を
対
比
さ
せ
て
い
る
が
、
豪
華
に
し
て
淫
蕩
な

毛
皮
に
く
る
ま
れ
た
左
側
の
娼
婦
は
、
ハ
ン
ス
・
プ
ラ
イ
デ
ン
ド
ル

フ
の
『
復
活
の
キ
リ
ス
ト
』
と
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
有
名
な
『
一
五
〇
〇

年
の
自
画
像
』
を
、こ
れ
見
よ
が
し
に
利
用
し
て
い
る
22
。
一
方
、『
画

家
と
ミ
ュ
ー
ズ
』（
一
九
二
四
、
図
10
）
で
は
、
セ
ク
シ
ー
で
態
度

の
大
き
い
モ
デ
ル
に
恐
ら
く
内
心
で
は
動
揺
し
つ
つ
、
し
か
し
敢
然

と
制
作
を
遂
行
し
よ
う
と
い
う
画
家
＝
彼
自
身
が
、
鎧
を
身
に
ま
と

い
、
槍
を
担
い
で
、
悪
魔
に
も
死
に
も
目
を
く
れ
ず
に
毅
然
と
歩
む

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
騎
士
の
姿
に
基
づ
い
て
造
形
さ
れ
て
い
る
23
。
デ
ィ

ク
ス
が
ド
イ
ツ
の
伝
統
に
親
し
み
を
抱
き
、
同
じ
親
し
み
を
共
有
す

る
人
々
に
特
に
効
力
の
あ
る
作
品
を
作
っ
て
い
る
の
は
確
か
だ
が
、

そ
の
一
方
で
よ
き
市
民
の
教
養
を
逆
な
で
し
、
権
威
を
無
化
す
る
彼

は
、
こ
う
し
て
自
分
自
身
を
も
笑
い
飛
ば
す
の
で
あ
る
。

図 10 ディクス『画家とミューズ』1924
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四　

企
画
・
消
費
社
会
の
デ
ュ
ー
ラ
ー

最
後
に
、
二
十
世
紀
に
入
っ
て
本
格
化
す
る
大
衆
消
費
社
会
の
デ
ュ
ー

ラ
ー
利
用
と
、
よ
り
積
極
的
・
戦
略
的
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
受
容
を
推
進
し
よ

う
と
す
る
、
美
術
制
作
を
仕
掛
け
る
側
の
動
き
を
見
て
お
こ
う
。

十
九
世
紀
に
お
け
る
シ
ン
ボ
ル
化
・
イ
コ
ン
化
に
つ
い
て
は
既
に
触
れ

た
が
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
商
標
化
は
、
特
に
ニ
ュ
ル
ン

ベ
ル
ク
で
は
地
元
と
あ
っ
て
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
リ

ラ
社
の
デ
ッ
サ
ン
用
鉛
筆
の
場
合
は
、
そ
れ
で
も
商
品
と
商
標
の
間
に
あ

る
程
度
の
関
係
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
特
産
品
の
レ
ー
プ
ク
ッ
ヘ
ン

の
化
粧
箱
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
像
（
図
11
）
は
、
単
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
を
指

し
示
す
記
号
、
好
感
を
持
た
せ
て
購
買
を
促
す
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
機

能
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
商
標
以
外
に
も
、
市
の
広
報

ポ
ス
タ
ー
、
ま
た
ド
イ
ツ
全
国
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
切
手
、
紙
幣
、
メ
ダ
ル

な
ど
に
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
あ
る
い
は
そ
の
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
が
幅
広
く
使
わ

れ
て
い
る
。

デ
ュ
ー
ラ
ー
受
容
の
例
の
収
集
・
研
究
に
力
を
入
れ
て
い
る
ニ
ュ
ル
ン

ベ
ル
ク
市
美
術
館
と
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
・
ハ
ウ
ス
財
団
で
は
、

一
九
七
一
年
の
生
誕
五
百
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
広
く
作
家
た
ち
に
呼

び
か
け
て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
を
念
頭
に
お
い
た
作
品
を
制
作
さ
せ
て
展
示
し

た
24
。
そ
の
後
も
折
に
触
れ
て
同
様
の
作
品
を
作
ら
せ
、
あ
る
い
は
購
入

し
て
い
る
。
美
術
家
側
の
自
発
的
な
動
き
を
た
だ
待
つ
の
で
は
な
く
、
作

ら
せ
る
側
か
ら
の
積
極
的
な
働
き
か
け
に
よ
る
共
同
作
業
と
し
て
の
「
受

容
」
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
公
共
団
体
が
企
画
者
な
の
で
、
市
民
ぐ
る
み

の
受
容
と
そ
の
検
証
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

パ
ウ
ル
・
ヴ
ン
ダ
ー
リ
ヒ
（
一
九
二
七
―
）
の
『
エ
ヴ
ァ
』（
図
12
）
も
、

生
誕
五
百
年
に
際
し
て
制
作
さ
れ
、
最
終
的
に
財
団
が
購
入
し
た
作
品
で

あ
る
。
ヴ
ン
ダ
ー
リ
ヒ
は
過
去
の
美
術
品
と
意
識
的
に
対
決
す
る
作
品
を

多
く
制
作
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
デ
ュ
ー
ラ
ー
的
人
体
」（
下
村
耕

史
氏
の
発
表
を
参
照
）
の
極
み
と
も
い
え
る
『
エ
ヴ
ァ
』
の
姿
が
、
実
は

定
規
と
コ
ン
パ
ス
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
シ
ン
プ
ル
か
つ
明
瞭
に
提

図 11 ニュルンベルクのレープクッヘン店の陳列棚
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示
し
て
お
り
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
的
人
体
に
対
す
る
批
評
と
も
な
っ
て
い
る
と

言
え
よ
う
。

以
上
、
急
ぎ
足
で
近
現
代
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
受
容
の
主
だ
っ
た
側
面
を
概

観
し
て
き
た
が
、
二
十
一
世
紀
の
受
容
は
ど
こ
に
向
か
う
の
だ
ろ
う
か
。

ヴ
ン
ダ
ー
リ
ヒ
の
作
品
は
、
そ
の
ひ
と
つ
の
方
向
を
指
し
示
し
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
。
つ
ま
り
、
芸
術
家
が
偶
像
化
さ
れ
た
時
代
は
既
に
終
わ
り
、

知
的
で
内
省
的
な
作
業
過
程
を
経
て
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
そ
の
も
の
が

批
評
と
な
る
よ
う
な
あ
り
方
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
る
余

裕
は
な
か
っ
た
が
、同
じ
く
知
的
で
反
省
的
な
仕
事
と
し
て
、我
々
が
日
々

営
ん
で
い
る
美
術
史
と
い
う
学
問
領
域
も
、
美
術
創
作
と
は
別
の
形
で
デ

ュ
ー
ラ
ー
の
受
容
に
携
わ
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
（
新
藤
淳
氏
の
発
表
を

参
照
）。
近
世
に
比
べ
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
芸
術
と
受
容
者
と
の
距
離
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
恐
ら
く
否
め
な
い
が
、
む
し
ろ
対
象
と
の
距
離
を

明
瞭
に
し
、
自
ら
の
時
代
性
を
積
極
的
に
引
き
受
け
た
上
で
の
創
造
行
為

が
、
持
続
し
発
展
す
る
営
み
と
し
て
の
受
容
を
今
後
も
担
う
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

註1 

デ
ュ
ー
ラ
ー
受
容
、
あ
る
い
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
のN

ach
leb

en

を
概

観
す
る
主
要
文
献
と
し
て
、
以
下
の
四
点
を
挙
げ
て
お
く
。H

ein
z 

Lü
d

eck
e

/Su
san

n
e H

eilan
d

 (H
g

.), D
ürer und die N

achw
elt, 

B
erlin

, 1
9

5
5

; D
ürers G

loria: K
unst K

ult K
onsum

, A
K

, B
erlin

, 

1971; W
irkung und N

achleben D
ürers, A

K
, N

ü
rn

b
erg, 1976; Jan

 

B
iał o

sto
cki, D

ürer and H
is C

ritics, B
ad

en
-B

ad
en

, 1986. 

最
初
の

文
献
は
文
字
資
料
集
成
。
イ
メ
ー
ジ
を
伴
う
多
様
な
展
開
を
扱
っ
た
第

二
の
カ
タ
ロ
グ
は
特
に
重
要
。

2 

こ
の
素
描
が
一
八
一
七
年
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
祭
の
折
に
制
作
さ
れ
た

こ
と
は
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
指
摘
さ
れ
た
。
資
料
と
文
献

は
、
拙
著
「
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ベ
ッ
ク
画
『
イ
タ
リ
ア
と

ゲ
ル
マ
ニ
ア
』
再
考
」、『
明
治
学
院
大
学
芸
術
学
研
究
』、
第
二
十
号
、

二
〇
一
〇
、
八

－

九
頁
に
紹
介
し
て
あ
る
。

図 12 ヴンダーリヒ『A. D.のために――エヴァ I』
1970
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3 
ナ
ザ
レ
派
に
つ
い
て
は
多
く
の
文
献
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
以

下
の
三
点
の
み
を
記
す
。Die N

azarener, A
K

, Fran
kfurt am

 M
ain

, 

1977; I N
azareni a Rom

a, A
K

, R
o

m
, 1981; M

ax
 H

o
llein

/C
h

rista 

Stein
le (H

g.), Religion M
acht Kunst; D

ie N
azarener, A

K
, Fran

kfu
rt 

am
 M

ain
, 2

0
0

5
. 

メ
タ
美
術
史
に
つ
い
て
は
、D

er Ruhm
 ein 

Traum
gesicht; Kunst und Künstler in Allegorien und historischen 

D
arstellungen des 19. Jahrhunderts, A

K
, B

erlin
 (D

D
R

), 1972, 

も

見
よ
。

4 

デ
ュ
ー
ラ
ー
祭
に
つ
い
て
は
、N

ürnberger D
ürerfeier 1828–

1928, A
K

, N
ü

rn
b

erg, 1971, 
が
最
も
網
羅
的
。
ほ
か
に
、
拙
著

「
デ
ュ
ー
ラ
ー
祭
・
一
八
二
八
年
」、
前
川
誠
郎
先
生
記
念
論
集
刊
行
会

編
『
美
の
司
祭
と
巫
女　

―
西
洋
美
術
史
論
叢
―
』、
中
央
公
論
美
術

出
版
、
一
九
九
二
、二
七
五

－

三
〇
五
頁; M

argo
t B

lu
m

en
th

al, D
ie 

D
ürer-Feiern 1828, Egelsb

ach
 etc. 2001.

5 

註
４
に
挙
げ
た
文
献
の
ほ
か
、M

atth
ias M

e
n

d
e

, „D
ie

 

T
ran

sp
aren

te d
er N

ü
rn

b
erger D

ü
rer-Feier vo

n
 1

8
2

8
; E

in
 

B
eitrag

 zu
r D

ü
rervereh

ru
n

g
 d

er R
o

m
an

tik
“, Anzeiger des 

G
erm

anischen N
ationalm

useum
s, 1969, S. 177–209.

6 

註
４
に
挙
げ
た
文
献
の
ほ
か
、M

atth
ias M

en
d

e, „A
p

o
th

eo
se 

A
lb

rech
t D

ü
rers; Z

u
 ein

er Z
eich

n
u

n
g vo

n
 Jo

sep
h

 W
in

tergerst 

in
 d

en
 M

u
seen

 d
er Stad

t N
ü

rn
b

erg “, M
itteilungen des Vereins 

für G
eschichte der Stadt N

ürnberg, 1
9

7
1

. S.2
8

7
–3

0
3

; M
en

d
e/

H
eb

ecker, D
ürers Stam

m
buch; Ein graphische Sam

m
lung aus dem

 
19. Jahrhundert, N

ü
rn

b
erg, 1973.

7 
Lu

d
w

ig E
m

il G
rim

m
, Erinnerungen aus m

einem
 Leben, h

g. 

vo
n

 A
d

o
lf Sto

ll, N
eu

d
ru

ck, B
ern

, 1971, S. 395–457.

8 

註
４
に
挙
げ
た
文
献
の
ほ
か
、M

atth
ias M

en
de, „D

as D
ürerden

km
al 

in
 N

ü
rn

b
erg “, b

ei H
an

s Ern
st M

ittig
/V

o
lker P

lagem
an

n
 (H

g.), 

D
enkm

äler im
 19. Jahrhundert: D

eutung und Kritik, M
ü

n
ch

en
, 

1972, S.163–181; 

拙
著
『
ド
イ
ツ
の
国
民
記
念
碑　

一
八
一
三
年

－

一
九
一
三
年
―
解
放
戦
争
か
ら
ド
イ
ツ
帝
国
の
終
焉
ま
で
』、
東
進
堂
、

二
〇
〇
三
、二
四

－

三
二
頁
。
バ
イ
エ
ル
ン
王
室
関
係
の
文
書
資
料
に

よ
れ
ば
、
建
立
に
は
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
世
か
ら
の
働
き
か
け
が
大
き

か
っ
た
。

9 

ド
イ
ツ
の
美
術
館
建
築
と
装
飾
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、

V
o

lk
er P

lagem
an

n
, D

as deutsche K
unstm

useum
 1790–1870, 

M
ü

n
ch

en
, 1

9
6

7
; Sab

in
e Sch

u
lze, Bildprogram

m
e in deutschen 

Kunstm
useen des 19. Jahrhunderts, Fran

kfurt am
 M

ain
 etc, 1984, 

を
見
よ
。ベ
ル
リ
ン
の
新
美
術
館
の
よ
う
に
、美
術
史
に
留
ま
ら
ず

世
界
史
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
（A

n
n

em
arie M

en
ke–

Sch
w

in
gh

am
m

er,W
eltgeschichte als >N

ationalepos<: W
ilhelm

 von 
Kaulbachs Bilderzyklus im

 Berliner N
euen M

useum
, B

erlin
, 1994

）。

10 
P

eter B
ö

ttger, D
ie Alte Pinakothek in M

ünchen, M
ü

n
ch

en
, 

1972; Stefan
ie B

ielm
eier, G

em
alte Kunstgeschichte: Zu den Ent-

w
ürfen des Peter von C

ornelius für die Loggien der Alten Pinako-
thek, M

ü
n

ch
en

, 1
9

8
3

; Fran
k B

ü
ttn

er, Peter C
ornelius: Fresken 

und Freskenprojekte, B
d

.2, Stu
ttgart, 1999.

11 

デ
ザ
イ
ン
は
ア
ー
ド
ル
フ
・
メ
ン
ツ
ェ
ル
が
一
八
三
五
年
に
行

な
っ
た
。Lu

ciu
s G

riseb
ach

 (H
g.), Adolph M

enzel: Zeichnungen, 
D

ruckgraphik und illustrierte Bücher, B
estan

d
skatalo

g, Staatlich
e 

M
u

seen
 P

reu
ß

isch
er K

u
ltu

rb
esitz, B

erlin
, 1984, K

at.264.
12 
美
術
協
会
に
つ
い
て
は
、T

h
o

m
as Sch

m
itz, D

ie deutschen 
Kunstvereine im

 19. und frühen 20.  Jahrhundert: Ein Beitrag zur 
Kultur–, K

onsum
- und Sozialgeschichte der bildenden Kunst im
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bürgerlichen Zeitalter, N
eu

ried
, 2001, 

を
見
よ
。

13 

美
術
家
の
祭
に
つ
い
て
は
、Ernst ist das Leben —

 H
eiter ist die 

Kunst; G
raphik zu Künstlerfest des 19. Jahrhunderts, A

K
, B

erlin
, 

1
9

7
1

; W
o

lfgan
g H

artm
an

n
, K

aiser M
axim

ilian I. und Albrecht 
D

ürer; Ein K
ünstlerfest der Spätrom

antik und sein Anspruch,  
N

ü
rn

b
erg, 1976, 

を
見
よ
。

14 
G

riseb
ach

（
註
11
を
見
よ
）,  K

at. 255, 263, 269 u
n

d
 275.

15 
Ju

liu
s Lan

gb
eh

n
/M

o
m

m
e N

issen
, D

ürer als Führer , 1
9

0
4

, 

N
eu

au
fl

. M
ü

n
ch

en
, 1928.

16 

（
大
ま
か
な
筆
遣
い
で
色
彩
の
効
果
を
狙
う
フ
ラ
ン
ス
人
画
家
に
対

し
）”...d

agegen
 w

ir: d
a w

u
rd

e
...m

eh
r gezeich

n
et als gem

alt. 

D
er B

leistift ko
n

n
te n

ich
t h

art, n
ich

t sp
itz gen

u
g sein

, u
m

 d
ie 

U
m

risse b
is in

s fein
ste D

etail fest, b
estim

m
t zu

 u
m

zieh
en

...ein
 

jed
er ...su

ch
te m

it fast m
in

u
tiö

sem
 Fleiß

 au
szu

fü
h

ren
, w

as 

er vo
r sich

 sah
. W

ir verlieb
ten

 u
n

s in
 jed

en
 G

rash
alm

, in
 

jed
en

 zierlich
en

 Z
w

eig u
n

d
 w

o
llten

 kein
en

 an
sp

rech
en

d
en

 

Z
u

g u
n

s en
tgeh

en
 lassen

...ku
rz, ein

 jed
er w

ar b
em

ü
h

t, d
en

 

G
egen

stan
d

 m
ö

glich
st o

b
jektiv, treu

 w
ie im

 Sp
iegel, w

ied
er-

zu
geb

en
. “ Lu

d
w

ig R
ich

ter, Lebenserinnerungen eines deutschen 
M

alers, Fran
kfu

rt am
 M

ain
, 1980, S. 206. 

リ
ヒ
タ
ー
の
イ
タ
リ
ア

遊
学
期
間
は
一
八
二
三

－
二
六
年
。
外
国
人
に
も
こ
の
特
徴
は
目
に
付

い
た
と
み
え
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
画
家
カ
ー
ル
・
ヤ
コ
ブ
・
リ
ン
ド
ス

ト
ロ
ー
ム
は
、
ロ
ー
マ
で
の
風
景
画
家
た
ち
の
制
作
ぶ
り
を
水
彩
画
群

に
表
し
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
双
眼
鏡
を
用
い
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
嵐
の
中
で
、

イ
タ
リ
ア
人
は
疾
走
す
る
馬
車
か
ら
描
く
の
に
対
し
、
ド
イ
ツ
人
は
近

眼
鏡
を
か
け
、
花
一
輪
を
こ
ま
ご
ま
と
写
生
す
る
姿
に
カ
リ
カ
チ
ュ
ア

ラ
イ
ズ
し
て
描
い
て
い
る
。C

arl Jaco
b

 Lin
d

stro
em

, G
li stranieri in 

Italia,  Sto
ckh

o
lm

, N
atio

n
al M

u
seu

m
. Fictions of Isolation, R

o
m

e, 

2003 , 

を
見
よ
。

17 

田
中
淳
『
画
家
が
い
る
「
場
所
」
―
近
代
日
本
美
術
の
基
層
か
ら
』

ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
五
、
二
二
七
頁
。

18 
H

erib
ert H

utter/W
an

da Lh
otsky, Julius Schnorr von Carolsfeld: 

Röm
isches Porträtbuch, A

K
, W

ien
, 1973

19 
A

rth
u

r R
ü

m
an

n
, „D

e
r E

in
flu

ß
 d

e
r R

an
d

ze
ic

h
n

u
n

g
e

n
 

A
lb

rech
t D

ü
rers zu

m
 G

eb
etb

u
ch

 K
aiser M

ax
im

ilian
s au

f d
ie 

ro
m

an
tisch

e G
rap

h
ik in

 D
eu

tsch
lan

d
“, Zeitschrift des deutschen 

Vereins für K
unstw

issenschaft, 1
9

3
6

, S.1
3

4
–

1
4

8
; K

arl-H
ein

z 

W
e

id
n

e
r, D

ürer und R
ichter; Studien zur R

ezeption des 
altdeutschen Stils im

 19. Jahrhundert, Fran
kfu

rt am
 M

ain
, 1983; 

Sigru
n

 B
ru

n
siek, Auf dem

 W
eg der alten Kunst; D

er >altdeutsche 
Stil< in der Buchillustration des 19. Jahrhunderts, M

arb
u

rg, 1994.

20 
“Ich

 sah
 m

al b
ei O

tto
 H

an
s B

ald
u

n
g D

ix
 in

 D
resd

en
, w

ie 

d
er H

aare, kräu
seln

d
e, m

alte, m
it ein

er zu
rech

tgesch
n

itten
en

 

B
ü

rste u
n

d
 M

alsto
ck fest in

 d
er H

an
d

, d
as gin

g w
ie d

er D
eib

el 

... d
as O

rn
am

en
t en

tstan
d

 im
 H

an
d

u
m

d
reh

en
 (w

ie b
eim

 

D
ü

rer)...w
ie K

o
rb

fl
ech

ten
 o

d
er W

eb
en

, fast o
h

n
e h

in
zu

seh
en

 

u
n

d
 u

n
h

eim
lich

 fix

…D
ü

rer sp
rach

 d
o

ch
 irgen

d
w

o
 ü

b
er 

ein
e B

ü
rste, d

ie er sich
 au

s Italien
 m

itb
rach

te, sp
eziell fü

r 

H
aare u

n
d

 Lo
cken

. D
ix

 m
alte alles Z

eich
n

erisch
e in

 d
ü

n
n

er 

T
em

p
erafarb

e, lasierte d
an

n
 d

rü
b

er m
it versch

ied
en

[en
] 

k
alten

 u
n

d
 w

arm
en

 T
ö

n
en

...m
it d

ü
n

n
en

 M
astix

lasu
ren

. 

E
r w

ar d
er ein

zigste alte M
eister, d

em
 ich

 zu
sah

 in
 d

ieser 

Tech
n

ik. ”  (G
eorge G

rosz an Arnold Rönnebeck am
 8.11.1943

) 

Z
itat au

s H
erb

ert K
n

u
st (H

g.), G
eorge G

rosz Briefe 1913–1959 , 
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R
ein

b
eck, 1979, S. 324 . 

 

　
「
僕
は
以
前
、
ド
レ
ス
デ
ン
の
オ
ッ
ト
ー
・
ハ
ン
ス
・
バ
ル
ド
ゥ
ン
グ
・

デ
ィ
ク
ス
の
と
こ
ろ
で
、
彼
が
巻
き
毛
を
描
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
た

こ
と
が
あ
る
が
、
適
切
に
カ
ッ
ト
し
た
ブ
ラ
シ
と
支
え
棒
を
し
っ
か
り

手
に
持
っ
て
、
ま
る
で
悪
魔
の
技
の
よ
う
だ
っ
た
﹇
中
略
﹈。（
デ
ュ
ー

ラ
ー
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
）
装
飾
的
な
線
が
、
手
を
く
る
り
と
回
せ
ば

出
て
き
た
﹇
中
略
﹈。
籠
を
編
む
の
や
機
織
り
と
同
じ
で
、
ほ
と
ん
ど

手
元
を
見
る
こ
と
も
な
い
の
に
、
確
実
な
こ
と
に
は
舌
を
巻
く
﹇
中
略
﹈。

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
ど
こ
か
で
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
持
ち
帰
っ
た
髪
の
毛
や
巻

き
毛
専
用
に
作
ら
れ
た
ブ
ラ
シ
の
こ
と
を
話
題
に
し
て
い
た
。
デ
ィ
ク

ス
は
あ
ら
ゆ
る
線
的
要
素
を
薄
い
テ
ン
ペ
ラ
絵
具
で
描
き
、
次
に
そ
の

上
に
さ
ま
ざ
ま
な
寒
色
や
暖
色
の
色
合
い
を
、
薄
く
溶
い
た
樹
脂
の
透

明
ワ
ニ
ス
で
上
塗
り
し
た
﹇
中
略
﹈。
デ
ィ
ク
ス
以
外
に
は
、
こ
の
技

法
を
使
っ
て
い
る
過
去
﹇
風
﹈
の
画
家
を
見
た
こ
と
は
な
い
。」（
ジ
ョ
ー

ジ
・
グ
ロ
ー
ス
か
ら
ア
ー
ル
ノ
ル
ト
・
レ
ネ
ベ
ッ
ク
宛
の
一
九
四
三
年

十
一
月
八
日
付
け
の
書
簡
）

21 
B

irgit Sch
w

arz, W
erke von O

tto D
ix, Staatllich

e K
u

n
sth

alle 

K
arlsru

h
e, 1986, S. 32–35.

22 
E

ad
., „>

O
tto

 H
an

s B
ald

u
n

g D
ix

<
 m

alt d
ie G

ro
ß

stad
t. Z

u
r 

R
ezep

tio
n

 d
er altd

eu
tsch

en
 M

alerei “, b
ei D

ix, A
K

, Stu
ttgart, 

1991, S. 229–238; Ead
., O

tto D
ix G

roßstadt, Fran
kfu

rt am
 M

ain
/

Leip
zig, 1993, S. 41–45.

23 

拙
著
「
兵
士
・
画
家
・
父　

―
オ
ッ
ト
ー
・
デ
ィ
ク
ス
の
〈
男
性
的
〉

自
己
表
象
」、
鈴
木
杜
幾
子
ほ
か
編
、『
交
差
す
る
視
線　

美
術
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
2
』、
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
五
、三
五
七

－

八
頁
。

24 

デ
ュ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
：Albrecht 

D
ürer zu ehren, A

K
, N

ü
rn

b
erg, 1

9
7

1
; H

undert Jahre Albrecht-

D
ürerhaus-Stiftung N

ürnberg 1871–1971 , A
K

, N
ü

rn
b

erg, 1976; 

D
üreriana: N

euerw
erbungen der Albrecht-D

ürer-H
aus-Stiftung e.V. 

N
ürnberg, A

K
, N

ü
rn

b
erg, 1990; M

atth
ias M

en
d

e, D
as D

ürerhaus 
in N

ürnberg: G
eschichte und G

egenw
art in Ansichten vom

 1714 
bis 1990, A

K
, N

ü
rn

b
erg, 1991. 

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
市
と
デ
ュ
ー
ラ
ー

の
関
係
に
つ
い
て
は
、M

atth
ias M

en
d

e, Albrecht D
ürer —

 Ein 
Künstler in seiner Stadt, A

K
, N

ü
rn

b
erg, 2000.

 

〈
文
献
中
の A

K
 

は A
u

sstellu
n

gskatalo
g

の
略
〉

〈
図
版
リ
ス
ト
〉

図
１  

Fried
rich

 C
am

p
e (1

7
7

7
–1

8
4

6
), R

eliquien von A
lbrecht 

D
ürer, N

ü
rn

b
e

rg
, 1

8
2

8 . T
ite

lb
latt  m

it e
in

e
m

 Stich
 vo

n
 

Fried
rich

 Fleisch
m

an
n

 (1791–1834).

図
２  

C
h

ristian
 D

an
iel R

au
ch

 (1
7

7
7

–
1

8
5

7
), D

ürerdenkm
al, 

1837. B
ro

n
ze, H

. 295cm
. N

ü
rn

b
erg,  A

lb
rech

t-D
ü

rer-P
latz

図
３  

M
a

x
 S

e
lig

e
r (1

8
6

5
–

1
9

2
0

), T
ite

lsc
h

m
u

c
k

 fü
r d

a
s 

K
unstgew

erbeblatt, D
ez. 1898.

図
４  

H
ein

rich
 M

ertz (1806–75) n
ach

 Peter C
o

rn
eliu

s (1783–

1867), Stich
 n

ach
 d

em
 En

tw
u

rfzeich
n

u
n

g fü
r d

ie 17. Lo
ggia 

d
er A

lten
 P

in
ako

th
ek, M

ü
n

ch
en

. Lin
ks: K

aiser M
ax

im
ilian

 I. 

h
ält D

ü
rer d

ie Leiter. R
ech

ts: B
egrü

ß
u

n
g D

ü
rers in

 A
n

tw
er-

p
en

. 1875 (O
rigin

alzeich
n

u
n

g: 1837) .

図
５  

A
d

o
lp

h
 M

en
zel (1

8
1

5
–1

9
0

5
), A

lbrecht-D
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